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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する方法であっ
て：
　無線インフラストラクチャによって、前記休止状態の目標の通信デバイスにショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができるかどうかを決定することと；
　前記無線インフラストラクチャが前記休止状態の目標の通信デバイスに前記ショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができると決定する場合、前記無線イン
フラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定し、それによ
って前記通信デバイス上のタイマを起動することと、なお、前記タイマは、前記タイマが
切れるまで、前記通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットでデータを送
信することを妨げる；
　前記休止状態の通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットで前記無線イ
ンフラストラクチャへ情報を送信し始めることを可能にするために、前記通信システム上
の前記タイマを、前記タイマが切れる前に、前記無線インフラストラクチャによって取り
消すことと；
　を備える方法。
【請求項２】
　前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定することは、一般ページメッセージを
前記休止状態の目標の通信デバイスへ送信することを含む、請求項１記載の方法。
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【請求項３】
　前記一般ページメッセージは所定のサービスオプションを備え、前記所定のサービスオ
プションは、前記目標の通信デバイスがアクセス状態からアイドル状態へ遷移することを
可能にし、かつ、前記通信デバイスがショートデータバーストフォーマットで情報を送信
することを可能にするように実施可能であり、前記タイマを取り消すことは、前記所定の
サービスオプションに基づく、請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記通信デバイスから第１の肯定応答メッセージを受信することと、なお、前記第１の
肯定応答メッセージは、前記通信デバイスが送付された情報を受信したことを示す；
　前記通信デバイスへ第２の肯定応答メッセージを送信することと、なお、前記第２の肯
定応答メッセージは前記第１の肯定応答メッセージの受信を肯定応答することであり、前
記第２の肯定応答メッセージは、前記所定のサービスオプションに基づいて、前記タイマ
を取り消させる；
　をさらに備える、請求項３記載の方法。
【請求項５】
　起動した前記タイマを取り消す前に、前記無線インフラストラクチャによって情報を前
記休止状態の目標の通信デバイスへ送信することをさらに備え、
　前記送付することは、無線ネットワークの共通チャネル上で前記情報を送信することを
含む、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記情報を送付することは、前記情報をショートデータバーストとして送信することを
含む、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　前記タイマを取り消すことは、所定の解放命令を前記通信デバイスへ送信することをさ
らに含み、前記所定の解放命令は、前記タイマを取り消して、前記通信デバイスをアクセ
ス状態からアイドル状態へ遷移させるように実施可能であり、それによって、前記通信デ
バイスが情報を前記ショートデータバーストフォーマットで送信することを可能にする、
請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記無線インフラストラクチャの共通チャネル上で前記通信デバイスから情報を受信す
ることをさらに備える、請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記通信デバイスから情報を受信することは、情報を前記ショートデータバーストフォ
ーマットで受信することをさらに備える、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する方法であっ
て：
　無線インフラストラクチャによって、前記休止状態の目標の通信デバイスにショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができるかどうかを決定することと；
　前記無線インフラストラクチャが前記休止状態の目標の通信デバイスに前記ショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができると決定する場合、前記無線イン
フラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定し、それによ
って前記通信デバイス上のタイマを起動することと、なお、前記タイマは、前記タイマが
切れるまで、前記通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットでデータを送
信することを妨げる；
　前記無線インフラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスへ解放命令
を送信することと、なお、前記解放命令は、前記タイマが切れる前にそれを取り消して、
それによって、前記休止状態の目標の通信デバイスが情報を前記ショートデータバースト
フォーマットで前記無線インフラストラクチャへ送信し始めることを可能にするように実
施可能である；
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　を備える方法。
【請求項１１】
　前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定することは、一般ページメッセージを
前記休止状態の目標の通信デバイスへ送信することを含む、請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記一般ページメッセージは、サービスオプションを含む、請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記休止状態の目標の通信デバイスへ解放命令を送付する前に、前記無線インフラスト
ラクチャによって情報を送信することをさらに備え、前記情報を送付することは、前記無
線ネットワークの共通チャネル上で前記情報を送信することを含む、請求項１０記載の方
法。
【請求項１４】
　前記情報を送信することは、前記情報をショートデータバーストとして送信することを
含む、請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記休止状態の目標の通信デバイスは、前記解放命令を受信すると、アイドル状態へ遷
移する請求項１０記載の方法。
【請求項１６】
　前記通信デバイスから前記無線インフラストラクチャの共通チャネル上で情報を受信す
ることをさらに備える、請求項１０記載の方法。
【請求項１７】
　前記通信デバイスから情報を受信することは、情報を前記ショートデータバーストフォ
ーマットで受信することをさらに備える、請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する方法であっ
て：
　無線インフラストラクチャによって、前記休止状態の目標の通信デバイスにショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができるかどうかを決定することと；
　前記無線インフラストラクチャが前記休止状態の目標の通信デバイスに前記ショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができると決定する場合、前記無線イン
フラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定し、それによ
って前記通信デバイス上のタイマを起動することと、なお、前記タイマは、前記タイマが
切れるまで、前記通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットでデータを送
信することを妨げる；
　前記無線インフラストラクチャによって所定のインジケータを前記休止状態の目標の通
信デバイスへ送信することと、なお、前記所定のインジケータは、前記タイマが切れる前
にそれを取り消して、前記休止状態の目標の通信デバイスが前記所定のインジケータに基
づいて情報を前記ショートデータバーストフォーマットで前記無線インフラストラクチャ
へ送信し始めることを可能にするように実施可能である；
　を備える方法。
【請求項１９】
　前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定することは、一般ページメッセージを
前記休止状態の目標の通信デバイスへ送信することを含む、請求項１８記載の方法。
【請求項２０】
　前記一般ページメッセージは、前記ショートデータバーストフォーマットと関係付けら
れた所定のサービスオプションを含み、前記所定のインジケータは、前記所定のサービス
オプションを備える、請求項１９記載の方法。
【請求項２１】
　前記情報を送信することは、前記無線ネットワークの共通チャネル上で前記情報を送付
することを備える、請求項１８記載の方法。
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【請求項２２】
　前記情報を送信することは、情報をショートデータバーストとして送信することを備え
る、請求項２１記載の方法。
【請求項２３】
　前記休止状態の目標の通信デバイスは、前記情報を受信すると、直接、アイドル状態に
遷移する、請求項２２記載の方法。
【請求項２４】
　前記無線インフラストラクチャの共通チャネル上で前記通信デバイスから情報を受信す
ることをさらに備える、請求項１８記載の方法。
【請求項２５】
　前記通信デバイスから情報を受信することは、情報を前記ショートデータバーストフォ
ーマットで受信することをさらに備える、請求項２４記載の方法。
【請求項２６】
　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する方法を行う
ためのプログラムコードを記憶するコンピュータ読み出し可能媒体であって：
　前記プログラムコードは、前記コンピュータに、
　無線インフラストラクチャによって、前記休止状態の目標の通信デバイスにショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができるかどうかを決定することと；
　前記無線インフラストラクチャが前記休止状態の目標の通信デバイスに前記ショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができると決定する場合、前記無線イン
フラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定し、それによ
って前記通信デバイス上のタイマを起動することと、なお、前記タイマは、前記タイマが
切れるまで、前記通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットでデータを送
信することを妨げる；
　前記休止状態の通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットで前記無線イ
ンフラストラクチャへ情報を送信し始めることを可能にするために、前記通信システム上
の前記タイマを、前記タイマが切れる前に、前記無線インフラストラクチャによって取り
消すことと；
　を備えた方法を実行させる、
　コンピュータ読み出し可能媒体。
【請求項２７】
　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する方法を行う
ためのプログラムコードを記憶するコンピュータ読み出し可能媒体であって：
　前記プログラムコードは、前記コンピュータに、
　無線インフラストラクチャによって、前記休止状態の目標の通信デバイスにショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができるかどうかを決定することと；
　前記無線インフラストラクチャが前記休止状態の目標の通信デバイスに前記ショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができると決定する場合、前記無線イン
フラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定し、それによ
って前記通信デバイス上のタイマを起動することと、なお、前記タイマは、前記タイマが
切れるまで、前記通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットでデータを送
信することを妨げる；
　前記無線インフラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスへ解放命令
を送信することと、なお、前記解放命令は、前記タイマが切れる前にそれを取り消して、
それによって、前記休止状態の目標の通信デバイスが情報を前記ショートデータバースト
フォーマットで前記無線インフラストラクチャへ送信し始めることを可能にするように実
施可能である；
　を備えた方法を実行させる、
　コンピュータ読み出し可能媒体。
【請求項２８】
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　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する方法を行う
ためのプログラムコードを記憶するコンピュータ読み出し可能媒体であって：
　前記プログラムコードは、前記コンピュータに、
　無線インフラストラクチャによって、前記休止状態の目標の通信デバイスにショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができるかどうかを決定することと；
　前記無線インフラストラクチャが前記休止状態の目標の通信デバイスに前記ショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができると決定する場合、前記無線イン
フラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定し、それによ
って前記通信デバイス上のタイマを起動することと、なお、前記タイマは、前記タイマが
切れるまで、前記通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットでデータを送
信することを妨げる；
　前記無線インフラストラクチャによって所定のインジケータを前記休止状態の目標の通
信デバイスへ送信することと、なお、前記所定のインジケータは、前記タイマが切れる前
にそれを取り消して、前記休止状態の目標の通信デバイスが前記所定のインジケータに基
づいて情報を前記ショートデータバーストフォーマットで前記無線インフラストラクチャ
へ送信し始めることを可能にするように実施可能である；
　を備えた方法を実行させる、
　コンピュータ読み出し可能媒体。
【請求項２９】
　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する装置であっ
て：
　無線インフラストラクチャによって、前記休止状態の目標の通信デバイスにショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができるかどうかを決定する手段と；
　前記無線インフラストラクチャが前記休止状態の目標の通信デバイスに前記ショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができると決定する場合、前記無線イン
フラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定し、それによ
って前記通信デバイス上のタイマを起動する手段と、なお、前記タイマは、前記タイマが
切れるまで、前記通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットでデータを送
信することを妨げる；
　前記休止状態の通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットで前記無線イ
ンフラストラクチャへ情報を送信し始めることを可能にするために、前記通信システム上
の前記タイマを、前記タイマが切れる前に、前記無線インフラストラクチャによって取り
消す手段と；
　を備える装置。
【請求項３０】
　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する装置であっ
て：
　無線インフラストラクチャによって、前記休止状態の目標の通信デバイスにショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができるかどうかを決定する手段と；
　前記無線インフラストラクチャが前記休止状態の目標の通信デバイスに前記ショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができると決定する場合、前記無線イン
フラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定し、それによ
って前記通信デバイス上のタイマを起動する手段と、なお、前記タイマは、前記タイマが
切れるまで、前記通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットでデータを送
信することを妨げる；
　前記無線インフラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスへ解放命令
を送信する手段と、なお、前記解放命令は、前記タイマが切れる前にそれを取り消して、
それによって、前記休止状態の目標の通信デバイスが情報を前記ショートデータバースト
フォーマットで前記無線インフラストラクチャへ送信し始めることを可能にするように実
施可能である；
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　　を備える装置。
【請求項３１】
　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する装置であっ
て：
　無線インフラストラクチャによって、前記休止状態の目標の通信デバイスにショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができるかどうかを決定する手段と；
　前記無線インフラストラクチャが前記休止状態の目標の通信デバイスに前記ショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができると決定する場合、前記無線イン
フラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定し、それによ
って前記通信デバイス上のタイマを起動する手段と、なお、前記タイマは、前記タイマが
切れるまで、前記通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットでデータを送
信することを妨げる；
　前記無線インフラストラクチャによって所定のインジケータを前記休止状態の目標の通
信デバイスへ送信する手段と、なお、前記所定のインジケータは、前記タイマが切れる前
にそれを取り消して、前記休止状態の目標の通信デバイスが前記所定のインジケータに基
づいて情報を前記ショートデータバーストフォーマットで前記無線インフラストラクチャ
へ送信し始めることを可能にするように実施可能である；
　を備える装置。
【請求項３２】
　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する装置であっ
て：
　メモリユニットと；
　受信機と；
　送信機と；
　前記メモリユニット、前記受信機、および前記送信機に接続されたプロセッサと；
　を備え、
　前記プロセッサは、
　無線インフラストラクチャによって、前記休止状態の目標の通信デバイスにショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができるかどうかを決定することと；
　前記無線インフラストラクチャが前記休止状態の目標の通信デバイスに前記ショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができると決定する場合、前記無線イン
フラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定し、それによ
って前記通信デバイス上のタイマを起動することと、なお、前記タイマは、前記タイマが
切れるまで、前記通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットでデータを送
信することを妨げる；
　前記休止状態の通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットで前記無線イ
ンフラストラクチャへ情報を送信し始めることを可能にするために、前記通信システム上
の前記タイマを、前記タイマが切れる前に、前記無線インフラストラクチャによって取り
消すことと；
　を実行することができる、
　装置。
【請求項３３】
　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する装置であっ
て：
　メモリユニットと；
　受信機と；
　送信機と；
　前記メモリユニット、前記受信機、および前記送信機に接続されたプロセッサと；
　を備え、
　前記プロセッサは、
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　無線インフラストラクチャによって、前記休止状態の目標の通信デバイスにショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができるかどうかを決定することと；
　前記無線インフラストラクチャが前記休止状態の目標の通信デバイスに前記ショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができると決定する場合、前記無線イン
フラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定し、それによ
って前記通信デバイス上のタイマを起動することと、なお、前記タイマは、前記タイマが
切れるまで、前記通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットでデータを送
信することを妨げる；
　前記無線インフラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスへ解放命令
を送信することと、なお、前記解放命令は、前記タイマが切れる前にそれを取り消して、
それによって、前記休止状態の目標の通信デバイスが前記ショートデータバーストフォー
マットで前記無線インフラストラクチャへ情報を送信し始めることを可能にするように実
施可能である；
　を実行することができる、
　装置。
【請求項３４】
　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する装置であっ
て：
　メモリユニットと；
　受信機と；
　送信機と；
　前記メモリユニット、前記受信機、および前記送信機に接続されたプロセッサと；
　を備え、
　前記プロセッサは、
　無線インフラストラクチャによって、前記休止状態の目標の通信デバイスにショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができるかどうかを決定することと；
　前記無線インフラストラクチャが前記休止状態の目標の通信デバイスに前記ショートデ
ータバーストフォーマットで情報を送信することができると決定する場合、前記無線イン
フラストラクチャによって前記休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定し、それによ
って前記通信デバイス上のタイマを起動することと、なお、前記タイマは、前記タイマが
切れるまで、前記通信デバイスが前記ショートデータバーストフォーマットでデータを送
信することを妨げる；
　前記無線インフラストラクチャによって所定のインジケータを前記休止状態の目標の通
信デバイスへ送信することと、なお、前記所定のインジケータは、前記タイマが切れる前
にそれを取り消して、前記休止状態の目標の通信デバイスが前記所定のインジケータに基
づいて情報を前記ショートデータバーストフォーマットで前記無線インフラストラクチャ
へ送信し始めることを可能にするように実施可能である；
　を実行することができる、
　装置。
【請求項３５】
　無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する方法であっ
て：
　前記休止状態の目標の通信デバイスへショートデータバーストフォーマットでページを
送ることができるかどうかを決定することと；
　休止状態のパケットデータセッションを有する目標の通信デバイスの位置を特定するた
めに、前記ページを無線通信システムを介して送信することと；
　前記目標の通信デバイスに対してアクティブなパケットデータセッションの設定を開始
するように実施可能な前記目標の通信デバイスからのページ応答を、前記無線通信システ
ムを介して受信することと、なお、前記ページ応答は、前記目標の通信デバイスをアクセ
ス状態へ遷移させ、タイマを起動させ、前記アクセス状態は、前記アクティブなパケット
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データセッションの開始と関連付けられ、前記目標の通信デバイスが前記ショートデータ
バーストフォーマットで情報を送信するのを妨げ、前記タイマは、前記無線インフラスト
ラクチャが前記アクティブなパケットデータセッションを設定するのを待つために、前記
無線デバイスのための所定量の時間を備える；
　前記目標の通信デバイス上の前記タイマを前記所定量の時間が切れる前に終了させるよ
うに実施可能な所定のインジケータを前記無線通信システムを介して前記目標の通信デバ
イスへ送付し、前記目標の通信デバイスをアクセス状態から、休止状態のパケットデータ
セッションと関係付けられたアイドル状態へ遷移させ、それによって、前記目標の通信デ
バイスが、前記無線インフラストラクチャを介して情報を前記ショートデータバーストフ
ォーマットで送信し始めることを可能にすることと；
　を備える方法。
【請求項３６】
　前記所定のインジケータを送付することは、前記ページ応答を受信した後で、解放命令
を送信することをさらに備える、請求項３５記載の方法。
【請求項３７】
　前記ページ応答を受信した後で、かつ、前記解放命令を送付する前に、前記ショートデ
ータバーストフォーマットで前記目標の無線デバイスへ情報を送信することをさらに備え
る、請求項３６記載の方法。
【請求項３８】
　前記ページ応答を受信した後で、情報を前記ショートデータバーストフォーマットで前
記目標の無線デバイスへ送信することと；
　第１の肯定応答メッセージを前記目標の通信デバイスから受信することと、なお、前記
第１の肯定応答メッセージは、前記目標の通信デバイスが前記送信された情報を受信した
ことを示す；
　第２の肯定応答メッセージを前記目標の通信デバイスへ送信することと、なお、前記第
２の肯定応答メッセージは、前記第１の肯定応答メッセージの受信を肯定応答し、前記第
２の肯定応答メッセージは、前記所定のインジケータを備える；
　をさらに備える、請求項３５記載の方法。
【請求項３９】
　前記所定のインジケータを送付した後で、前記無線通信システムの共通チャネル上で、
前記通信デバイスから、前記ショートデータバーストフォーマットで情報を受信すること
をさらに備える、請求項３５記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムにおいて情報を交換することに関する。とくに、本発明は
、無線通信ネットワークにおいて休止状態の目標の通信デバイスとのエアーインターフェ
イス情報を交換するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムにおいてパケットデータサービスがアクティブであるとき、例えば、
基地局トランシーバサブシステム（base station transceiver subsystem, BTS）、基地
局制御装置（base station controller, BSC）、パケット制御機能（packet control fun
ction, PCF）、および無線リンクのような、インフラストラクチャ内の資源は、参加して
いる通信デバイスにアクティブに割り当てられる。通信デバイスにおける一定のイナクテ
ィブ期間の後で、対応するトラヒックチャネルは、休止状態のパケットデータセッション
に遷移して、システム容量を節約し、サービスコストを低減し、バッテリ寿命をセーブす
る。しかしながら、休止状態のパケットデータセッションをアクティブなパケットデータ
セッションに再び遷移する動作は、システム応答における相当な遅延を伴う。
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　したがって、休止状態の通信デバイスと情報を効率的に交換する機構が必要とされる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　開示されている実施形態は、無線通信ネットワークにおいて休止状態の目標の通信デバ
イスと情報を交換するための新規かつ改良された方法および装置を提供する。１つの態様
では、無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交換する方法は
、無線インフラストラクチャによって休止状態の目標の通信デバイスの位置を特定するこ
とと、無線インフラストラクチャによって休止状態の目標の通信デバイスへ情報を送付す
ることと、タイマの時限が切れると、休止状態の目標の通信デバイスが無線インフラスト
ラクチャへ情報を送付し始めることができるように、タイマを設定することとを行う。１
つの態様では、情報は、ショートデータバーストとして通信される。
【０００５】
　１つの態様では、無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交
換する方法は、無線インフラストラクチャによって休止状態の目標の通信デバイスの位置
を特定することと、無線インフラストラクチャによって休止状態の目標の通信デバイスへ
情報を送付することと、休止状態の目標の通信デバイスへ解放命令を送付して、それによ
って休止状態の目標の通信デバイスが無線インフラストラクチャへ情報を送付し始めるこ
とができるようにすることとを行う。
【０００６】
　１つの態様では、無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交
換する方法は、無線インフラストラクチャによって休止状態の目標の通信デバイスの位置
を特定することと、無線インフラストラクチャによって休止状態の目標の通信デバイスへ
情報を送付することと、休止状態の目標の通信デバイスが、無線構造から前記情報を受信
すると、無線構造へ情報を送付し始めることができるようにすることとを行う。
【０００７】
　１つの態様では、無線通信システムにおいて休止状態の目標の通信デバイスと情報を交
換する装置は、メモリユニットと、受信機と、送信機と、メモリユニット、受信機、およ
び送信機に通信で接続されるプロセッサとを含む。プロセッサは、上述の方法を実行する
ことができる。
【０００８】
　本発明の特徴および長所は、別途記載される実施形態の詳細な記述からより明らかにな
るであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　いくつかの実施形態を詳しく説明する前に、本発明の技術的範囲は、以下の記述に説明
されているか、または図面に示されている構成要素の構成および配置の詳細に制限される
べきではないことが分かるであろう。さらに加えて、本明細書において使用されている表
現および技術用語は、説明を目的としていて、制限しているとみなされるべきではないこ
とも分かるであろう。
【００１０】
　図１は、１つの実施形態を実行するためのグループ通信システム100の機能ブロック図
を示している。グループ通信システム100は、プッシュトーク（ＰＴＴ）システム、ネッ
ト同報通信サービス（net broadcast service, NBS）、ディスパッチシステム、またはポ
イント ツウ マルチポイント通信システムとしても知られる。１つの実施形態では、グル
ープ通信システム100は、グループ呼サーバ102を含み、グループ呼サーバ102は、集中配
置または地域化された配置の何れかで配置されることができる。
【００１１】
　例えば、ｃｄｍａ２０００のハンドセットが採用され得る、グループ通信デバイス（co
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mmunication device, CD）104および106は、データサービスオプションを使用して、パケ
ットデータセッションを要求することができる。各ＣＤは、セッションを使用して、イン
ターネットプロトコル（Internet Protocol, IP）アドレスをグループ呼サーバに登録し
、グループ呼を開始することができる。１つの実施形態では、グループ呼サーバ102は、
サービスプロバイダのネットワーク116を介して、サービスプロバイダのパケットデータ
サービスノード（packet data service provider, PDSN）に接続される。ＣＤ104および1
06は、無線インフラストラクチャからパケットデータセッションを要求するとき、ＰＤＳ
Ｎ114を介してグループ呼サーバ102にＩＰ接続することができる。各ＰＤＳＮは、パケッ
ト制御機能（ＰＣＦ）108およびネットワーク112を介して、基地局制御装置（ＢＳＣ）に
インターフェイスすることができる。ＰＣＦは、基地局（ＢＳ）110内でＢＳＣと共に位
置付けられていてもよい。
【００１２】
　パケットデータサービスノードは、いくつかの状態（例えば、アクティブまたは接続状
態、休止状態、およびナルまたはイナクティブ状態）の1つに属し得る。アクティブまた
は接続状態では、アクティブなトラヒックチャネルは、参加しているＣＤとＢＳまたはＢ
ＳＣとの間に存在し、何れかの側がデータを送ることができる。休止状態では、アクティ
ブなトラヒックチャネルは、参加しているＣＤとＢＳＣとの間に存在しないが、ポイント
 ツウ ポイント（ＰＰＰ）リンクは、参加しているＣＤとＰＤＳＮとの間に維持されてい
る。ナルまたはイナクティブ状態では、アクティブなトラヒックチャネルは、参加してい
るＣＤとＢＳＣとの間になく、ＰＰＰリンクは、参加しているＣＤとＰＤＳＮとの間に維
持されていない。
【００１３】
　ＣＤ104および106は、電力投入後に、パケットデータセッションを要求することができ
る。各ＣＤは、パケットデータセッションの設定の一部として、ＩＰアドレスを割り当て
られ得る。各ＣＤは、登録処理を行ない、そのＣＤのＩＰアドレスをグループ呼サーバ10
2に通知することができる。登録は、ユーザデータグラムプロトコル（user datagram pro
tocol, UDP）上でセッション開始プロトコル（session initiation protocol, SIP）のよ
うなＩＰプロトコルを使用して行われることができる。対応するユーザがグループ呼に招
かれるときは、ＣＤのＩＰアドレスが、ＣＤに接触するのに使用されることができる。
【００１４】
　グループ呼が設定されると、ＣＤ104、106、およびグループ呼サーバ102は、媒体およ
びシグナリングメッセージを交換することができる。１つの実施形態では、媒体は、ＵＤ
Ｐ上で実時間プロトコル（real-time protocol, RTP）を使用することによって、参加し
ているＣＤとグループ呼サーバとの間で交換されることができる。シグナリングメッセー
ジも、ＵＤＰ上でシグナリングプロトコルを使用することによって、交換されることがで
きる。
【００１５】
　グループ通信システム100は、グループ呼サービスを実行するのに、いくつかの異なる
機能を行なう。ユーザ側に関係する機能は、ユーザ登録、グループ呼の開始、グループ呼
の終了、グループの参加者への警告の送信、グループ呼への後加入、送話者の調停、グル
ープへのメンバの追加、グループからのメンバの削除、メンバの登録抹消、および認証を
含む。システムの準備および動作に関係する機能は、管理およびプロビジョニング、スケ
ーラビリティ、並びに信頼性を含む。
【００１６】
　ＰＴＴの待ち時間
　１つの実施形態では、パケットデータサービスがアクティブであるときは、インフラス
トラクチャ内の資源、例えば、基地局トランシーバサブシステム（ＢＴＳ）、基地局制御
装置（ＢＳＣ）、パケット制御機能（ＰＣＦ）、および無線リンクは、参加しているＣＤ
にアクティブに割り当てられる。ＩＰを用いたディスパッチサービスでは、グループメン
バ間でアクティブな会話が行われている間は、各参加しているＣＤへのパケットデータ接
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続はアクティブなままである。しかしながら、一定のイナクティブ期間、すなわち“ハン
グタイム”の後で、参加しているＣＤに割り当てられたトラヒックチャネルは解放され、
参加しているＣＤは休止状態へ遷移することができる。
【００１７】
　休止状態への遷移は、システム容量を節約し、サービスコストおよびバッテリの消耗を
低減する。パケットデータセッションがアクティブであるときは、データパケットが交換
されていなくても、無線周波数（radio frequency, RF）エネルギーが、低レベルではあ
るが、参加しているＣＤによって引き続き伝送され、基地局との同期および電力制御を維
持することができる。これらの伝送は、参加しているＣＤに相当な電力を消耗させること
がある。しかしながら、休止状態では、参加しているＣＤは、ＲＦ伝送を行わなくてよい
。電力を節約し、バッテリ寿命を延ばすために、データ伝送のない長い期間の後で、参加
しているＣＤを休止モードへ遷移するように、ハングタイムが設定されてもよい。
【００１８】
　アクティブなグループ呼の場合に、全ての参加しているＣＤのためのパケットデータサ
ービスがアクティブである間は、新しいＰＴＴの要求は、待ち時間が非常に短い。しかし
ながら、参加しているＣＤが、休止状態に既に遷移されているときは、ＰＴＴの待ち時間
は、相当に長いことがある。パケットデータ休止状態中は、パケットデータセッションと
関係付けられている情報（ＣＤのＩＰアドレスを含むこともある）は、維持されることが
できる。しかしながら、アクティブなトラヒック層のような、ＰＰＰよりも低い層と関係
付けられている状態情報は、解放、または割り振り解除、あるいはこの両者を行われ得る
。
【００１９】
　いくつかのインフラストラクチャでは、休止状態のパケットデータセッションを起こす
ために、トラヒックチャネルが再割り振りされなければならず、資源が再割り当てされな
ければならず、無線リンクプロトコル（radio link protocol, RLP）層が再初期化されな
ければならない。このために、グループがしばらくの間、話をしなかった後で、グループ
メンバがＰＴＴボタンを押して、発言権（floor）を要求するとき、第１のトークスパー
ト（talk spurt）のためのＰＴＴの待ち時間は、一般に、次のトークスパートよりも相当
に長い。これは比較的に稀であるが、グループ呼サービスのユーティリティに影響を与え
ることがあり、最小化されるべきである。
【００２０】
　ＰＴＴの待ち時間を低減するために、発言権制御要求、発言権制御アナウンスメント、
および休止状態からの起動メッセージのような、グループ呼のシグナリングは、いくつか
の使用可能な共通チャネル上で伝送されることができる。これは、専用トラヒックチャネ
ルが再設定されるのを待つのを省く。共通チャネルは、参加しているＣＤの状態とは関係
なく、常に使用可能であり、グループメンバがグループ呼を開始することを望むたびに、
要求および再割り当てを要求しなくてよい。したがって、参加しているＣＤが休止状態で
あっても、グループ呼のシグナリングメッセージは交換されることができる。１つの実施
形態では、発呼者のＣＤおよび受話者のＣＤのための専用トラヒックチャネルは、並行し
て再設定されることができる。
【００２１】
　１つの実施形態では、休止状態の発呼者のＣＤは、発言権制御要求を、逆方向アクセス
チャネルおよび逆方向拡張アクセスチャネルのような、いくつかの使用可能な逆方向共通
チャネル上で無線インフラストラクチャへ送ることができる。発呼者のＣＤは、発言権制
御要求に対する応答を、順方向ページングチャネルおよび順方向共通制御チャネルのよう
な、いくつかの使用可能な順方向共通チャネル上で受信することもできる。１つの実施形
態では、休止状態の受話者のＣＤは、休止状態からの起動のメッセージを、順方向ページ
ングチャネルおよび順方向共通制御チャネルのような、いくつかの使用可能な順方向共通
チャネル上で受信することができる。
【００２２】
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　ショートデータバースト呼のシグナリングメッセージ（Short Data Burst Call-Signal
ing Messages）
　１つの実施形態では、休止状態からの起動時間の相当な低減は、ショートデータバース
ト（ＳＤＢ）メッセージを使用することによって達成されることができ、TIA/EIA/IS-707
-A-2のような“TIA/EIA/IS-2000 Standard for cdma2000 Spread Spectrum Systems”、
“Data Service Option Standard for Spread Spectrum Systems, Addedum 2”(2000年6
月)、およびTIA/EIA/IS-2001-A、“Interoperability Specification (IOS) for cdma200
0 Access Network Interfaces”(2001年8月)に与えられており、これらは、以下では、“
ｃｄｍａ２０００標準”と呼ばれる。１つの実施形態では、ＳＤＢメッセージは、順方向
基礎チャネル（forward fundamental channel, FCH）または順方向専用共通制御チャネル
（forward dedicated common control channel, F-DCCH）のような専用アクティブチャネ
ル上で送られることができる。ＳＤＢメッセージは、逆方向アクセスチャネル（reverse 
access channel, R-ACH）、逆方向拡張アクセスチャネル（reverse enhanced access cha
nnel, R-EACH）、順方向共通制御チャネル（forward common control channel, F-CCCH）
、またはページングチャネル（paging channel, PCH）のような共通アクティブチャネル
上でも送られることができる。ＳＤＢメッセージは、無線バーストプロトコル（radio bu
rst protocol, RBP）によって移送されることができ、ＲＢＰは、メッセージを適切で使
用可能なアクティブ層チャネル上へマップする。ＳＤＢメッセージは、任意のＩＰトラヒ
ックを乗せ、共通アクティブチャネル上で送られることができるので、参加しているＣＤ
が使用可能な専用トラヒックチャネルをもっていないとき、ＳＤＢメッセージは、グルー
プ呼のシグナリングを交換するための機構を与える。
【００２３】
　移動局が発信した呼のシグナリングメッセージ（Mobile- Originated Call-Signaling 
Messages）
　１つの実施形態では、媒体－シグナリングメッセージは、逆方向リンク、または移動局
が始めたリンク上に、ＩＰデータグラムを乗せることができる。送話者が発言権を要求し
、かつ専用逆方向トラヒックチャネルが直ぐに使用可能にならないときは必ず、送話者の
ＣＤは直ちにグループ呼サーバに知らせることができる。送話者のＣＤが全専用トラヒッ
クチャネルを解放していると仮定すると、送話者のＣＤは、無線インフラストラクチャの
逆方向共通チャネル上で発言権制御要求を直ちに送付することができ、逆方向共通チャネ
ルはグループ呼サーバを中継することができる。例えば、専用逆方向チャネルが使用可能
でないときは、逆方向アクセスチャネルまたは逆方向拡張アクセスチャネルの何れかを使
用して、このようなメッセージを送ることができる。１つの実施形態では、送話者のＣＤ
は、発言権制御要求を、ＳＤＢメッセージとして、グループ呼サーバへ伝送することがで
きる。
【００２４】
　ネットワークが発信した呼のシグナリングメッセージ（Network-Originated Call-Sign
aling Messages）
　１つの実施形態では、グループ呼サーバは、発言権制御要求を受信した後で、媒体－シ
グナリングメッセージを休止状態の目標のＣＤのグループへバーストし、休止状態の目標
のＣＤをトリガし、専用のトラヒックチャネルを再設定することができる。１つの実施形
態では、パケット制御機能（ＰＣＦ）は、パケットデータサービングノード（packet dat
a serving node, PDSN）から、休止状態の目標のＣＤに宛てられている可能性のある、少
量の情報（例えば、パケットデータ）を受信する。ＰＣＦは、基地局制御装置（ＢＳＣ）
へ情報を特定の形で送ると判断することもある。１つの実施形態では、特定の形は、2000
年6月付けのTIA/EIA/IS-707-A-2、“Data Service Option Standard for Spread Spectru
m Systems”, Addendum 2（IS-707-A-2）に特定されているような、ショートデータバー
スト（short data burst, SDB）のフォーマットを含む。2001年8月付けのTIA/EIA/IS-200
1-A、“Interoperability Specification (IOS) for cdma2000 Access Network Interfac
es”の標準は、ＢＳＣがＳＤＢメッセージを目標のＣＤへ配信するためのいくつかのオプ
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ションを定めている。
【００２５】
　例えば、IS-2001-A標準にしたがうと、休止状態の目標のＣＤに宛てられた少量のデー
タがＰＣＦで受信されると、ＰＣＦは、受信データをＳＤＢのフォーマットでＢＳＣへ送
ることを選択することができる。ＢＳＣが、ショートデータバーストが、データを休止状
態の目標のＣＤへ配信するのに使用されることができると判断すると、ＢＳＣは、シグナ
リングチャネル上で休止状態の目標のＣＤへ直接にデータを送ることができる。ＢＳＣは
、休止状態の目標のＣＤへ配信するためのデータを、アプリケーションデータ配信サービ
ス（application data delivery service, ADDS）ページによって、ＭＳＣへ送ってもよ
い。データは、ＢＳＣサービス要求／応答手続きを使用して、ＭＳＣへ配信されてもよい
。ＢＳＣが、ＳＤＢデータを休止状態の目標のＣＤへ自分自身で配信するのに失敗すると
、ＢＳＣは、休止状態の目標のＣＤへ配信するデータを、ＡＤＤＳページ手続きによって
、ＭＳＣへ送るのを選択してもよい。
【００２６】
　図２は、１つの実施形態にしたがって、休止状態の目標のＣＤと情報を交換する呼の流
れの手続きを示す。パケットデータセッションは、接続されたＰＰＰについて休止状態で
ある。ＰＤＳＮは、休止状態の目標のＣＤと関係付けられた既存のＰＰＰ接続上で、パケ
ットデータ202をＢＳＣ／ＰＣＦへ送る。ステップ204において、ＢＳＣ／ＰＣＦは、受信
パケットデータがショートデータバースト（ＳＤＢ）の形で休止状態の目標のＣＤへ送ら
れることができるかどうかを判断する。ＢＳＣ／ＰＣＦが、受信パケットデータが、ショ
ートデータバースト（ＳＤＢ）の形で、休止状態の目標のＣＤへ送られることができると
判断する場合は、ＢＳＣ／ＰＣＦは休止状態のＣＤの位置を特定する。ＢＳＣ／ＰＣＦは
、一般ページメッセージ206をＣＤへ送るか、または既にキャッシュされている位置特定
情報を使用することによって、休止状態の目標のＣＤの位置を特定する。ページメッセー
ジは、“ＳＯ ３３”のようなサービスオプション（service option, SO）に基づくこと
ができる。ＢＳＣ／ＰＣＦがページ応答208を受信し、肯定応答メッセージ（ＡＣＫ命令
）210を休止状態の目標のＣＤへ送った後で、ＢＳＣ／ＰＣＦは、受信パケットデータを
ＳＤＢの形で212、休止状態の目標のＣＤへ送る。ＢＳＣ／ＰＣＦは、メッセージ212にお
いて、休止状態の目標のＣＤが、メッセージ212を受信すると、Ａｃｋ命令を送る必要が
あるかどうかを、休止状態の目標のＣＤに示す。Ａｃｋ命令が要求され、かつＡｃｋ命令
214が休止状態の目標のＣＤから受信されるときは、ＢＳＣ／ＰＣＦも、ＢＳＣ／ＰＣＦ
が休止状態の目標のＣＤからＡｃｋ命令214を受信したことを肯定応答するＡｃｋ命令216
も送ることができる。
【００２７】
　１つの実施形態では、Ａｃｋ命令216が休止状態の目標のＣＤへ送られた後で、ＢＳＣ
／ＰＣＦは、タイマ218、すなわちＴ４２タイマを設定し、その時限が切れると、休止状
態の目標のＣＤはアクセス状態からアイドル状態に遷移し、情報をＳＤＢメッセージ220
においてＢＳＣ／ＰＣＦへ送付し始めることができる。移動局が開始したメッセージ220
がＡｃｋ命令を要求するときは、ＢＳＣ／ＰＣＦはＡｃｋ命令222を休止状態の目標のＣ
Ｄへ送る。
【００２８】
　図３は、１つの実施形態にしたがって、休止状態の目標のＣＤと情報を交換する呼の流
れの手続きを示す。パケットデータセッションは、接続されたＰＰＰについて休止状態で
ある。ＰＤＳＮは、休止状態の目標のＣＤと関係付けられた既存のＰＰＰ接続上で、パケ
ットデータ302をＢＳＣ／ＰＣＦへ送る。ステップ304において、ＢＳＣ／ＰＣＦは、受信
パケットデータがショートデータバースト（ＳＤＢ）の形で休止状態の目標のＣＤへ送ら
れることができるかどうかを判断する。ＢＳＣ／ＰＣＦが、受信パケットデータがＳＤＢ
の形で休止状態の目標のＣＤへ送られることができると判断する場合は、ＢＳＣ／ＰＣＦ
は、一般ページメッセージ306を送って、休止状態の目標のＣＤの位置を特定する。ペー
ジメッセージは、“ＳＯ ３３”のようなサービスオプション（ＳＯ）に基づくことがで
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きる。ＢＳＣ／ＰＣＦがページ応答308を受信し、肯定応答メッセージ（ＡＣＫ命令）310
を休止状態の目標のＣＤへ送った後で、ＢＳＣ／ＰＣＦは、受信パケットデータをＳＤＢ
312の形で休止状態の目標のＣＤへ送る。ＢＳＣ／ＰＣＦは、メッセージ312において、休
止状態の目標のＣＤが、メッセージ312を受信すると、Ａｃｋ命令を送る必要があるかど
うかを、休止状態の目標のＣＤに示す。Ａｃｋ命令が要求され、かつＡｃｋ命令314が休
止状態の目標のＣＤから受信されると、ＢＳＣ／ＰＣＦは、ＢＳＣ／ＰＣＦが休止状態の
目標のＣＤからＡｃｋ命令314を受信したことを肯定応答するＡｃｋ命令316を送ることも
できる。
【００２９】
　１つの実施形態では、Ａｃｋ命令316が休止状態の目標のＣＤと通信された後で、ＢＳ
Ｃ／ＰＣＦは、“解放命令”318を休止状態の目標のＣＤへ送り、ＣＤがそのタイマを取
り消すのを可能にする。解放命令318を受信すると、休止状態の目標のＣＤは、Ｔ４２ｍ
タイマを取り消して320、アクセス状態からアイドル状態に遷移し、休止状態の目標のＣ
Ｄが、ＳＤＢメッセージ322をＢＳＣ／ＢＣＦへ送るのを可能にする。休止状態の目標の
ＣＤは、システム判断の下位の状態を通過した後で、システムアクセス状態からアイドル
状態へ遷移することができる。しかしながら、休止状態の目標のＣＤは、システム判断の
下位の状態を通過することなく、システムアクセス状態からアイドル状態へ遷移して、時
間遅延を低減してもよい。移動局が開始したＳＤＢメッセージ322がＡｃｋ命令メッセー
ジを要求すると、ＢＳＣ／ＰＣＦはＡｃｋ命令324を休止状態の目標のＣＤへ送る。
【００３０】
　図４は、１つの実施形態にしたがって、休止状態の目標のＣＤと情報を交換する呼の流
れの手続きを示す。この実施形態では、402ないし422によって示されている呼の流れの手
続きは、図２に記載されている呼の流れの手続きに類似しているが、ページメッセージ40
6は、“ＳＯ ３３”以外であって、所有権によって保護されたＳＯのような、未使用のサ
ービスオプション（ＳＯ）に基づき、したがって、“ＳＯ ３３”に基づいて設計された
他のＢＳＣ／ＰＣＦの呼の処理は、ＳＤＢの配信のために変更される必要はない。
【００３１】
　図５は、１つの実施形態にしたがって、休止状態の目標のＣＤと情報を交換する呼の流
れの手続きを示す。この実施形態では、502ないし524によって示されている呼の流れの手
続きは、図３に記載されている呼の流れの手続きに類似しているが、ページメッセージ50
6は、“ＳＯ ３３”以外であって、所有権によって保護されたＳＯのような、未使用のサ
ービスオプション（ＳＯ）に基づき、したがって、“ＳＯ ３３”に基づいて設計された
他のＢＳＣ／ＰＣＦの呼の処理は、ＳＤＢの配信のために変更される必要はない。
【００３２】
　図６は、１つの実施形態にしたがって、休止状態の目標のＣＤと情報を交換する呼の流
れの手続きを示す。パケットデータセッションは、接続されたＰＰＰについて休止状態で
ある。ＰＤＳＮは、休止状態の目標のＣＤと関係付けられた既存のＰＰＰ接続上で、パケ
ットデータ602をＢＳＣ／ＰＣＦへ送る。ＢＳＣ／ＰＣＦは、受信パケットデータがショ
ートデータバースト（ＳＤＢ）の形で休止状態の目標のＣＤへ送られることができるかど
うかを判断する。ＢＳＣ／ＰＣＦが、受信パケットデータがＳＤＢの形で休止状態の目標
のＣＤへ送られることができると判断する場合は、ＢＳＣ／ＰＣＦは、一般ページメッセ
ージ606を送って、休止状態の目標のＣＤの位置を特定する。ページメッセージは、“Ｓ
Ｏ ０ｘ８０２６”のような、所有権によって保護されたサービスオプション（ＳＯ）に
基づくことができる。
【００３３】
　ＢＳＣ／ＰＣＦは、所有権によって保護されたＳＯを使用して、休止状態の目標のＣＤ
を呼び出して、休止状態の目標のＣＤに配信される必要のあるＳＤＢメッセージがあるこ
とを、休止状態の目標のＣＤに知らせる。所有権によって保護されたＳＯを使用すること
は、ＢＳＣ／ＰＣＦに解放命令を送らせることなく、休止状態の目標のＣＤが独立してア
イドル状態に遷移することを可能にする。メッセージ606ないし616は、図３に示されてい
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るものに類似しており、全てが実行のバリエーションをもつ。休止状態の目標のＣＤにお
いてＡｃｋ命令616を受信すると、休止状態の目標のＣＤは、Ｔ４２ｍタイマを取り消し
て618、アクセス状態からアイドル状態へ遷移し、したがって休止状態の目標のＣＤはＳ
ＤＢメッセージ620をＢＳＣ／ＢＣＦへ送ることができる。休止状態の目標のＣＤは、シ
ステム判断の下位の状態を通過した後で、システムアクセス状態からアイドル状態へ遷移
することができる。しかしながら、休止状態の目標のＣＤは、システム判断の下位の状態
を通過することなく、システムアクセス状態からアイドル状態へ遷移して、時間遅延を低
減してもよい。移動局が開始したＳＤＢメッセージ620がＡｃｋ命令メッセージを要求す
ると、ＢＳＣ／ＰＣＦは、Ａｃｋ命令622を休止状態の目標のＣＤへ送る。
【００３４】
　図７は、種々の開示された実施形態を実行することができるＢＳＣ／ＰＣＦ704および
通信デバイス706の実施形態の簡略化されたブロック図である。個々の通信において、音
声データ、パケットデータ、および／または警告メッセージが、エアーインターフェイス
708を経由して、ＢＳＣ／ＰＣＦ704と通信デバイス706との間で交換されることができる
。基地局と通信デバイスとの間の通信セッションを設定するのに使用されるメッセージ、
登録およびページングメッセージ、並びにデータ伝送を制御するのに使用されるメッセー
ジ（例えば、電力制御、データレート情報、肯定応答、など）といった種々のタイプのメ
ッセージが伝送されることができる。これらのメッセージタイプのいくつかは、さらに詳
しく別途記載される。
【００３５】
　逆方向リンクでは、通信デバイス706において、（例えば、データ源710からの）音声デ
ータまたはパケットデータ、あるいはこの両者と、（例えば、制御装置730からの）メッ
セージとが、送信（ＴＸ）データプロセッサ712に与えられ、ＴＸデータプロセッサ712は
、１つ以上の符号化方式でデータおよびメッセージをフォーマットし、符号化して、符号
化されたデータを生成する。各符号化方式は、巡回冗長検査（cyclic redundancy check,
 CRC）、畳込み、ターボ、ブロック、および他の符号化の任意の組み合わせを含んでもよ
く、または符号化を全く行わなくてもよい。音声、パケットデータ、およびメッセージが
異なる方式を使用して符号化されても、異なるタイプのメッセージが異なるやり方で符号
化されてもよい。
【００３６】
　次に、符号化されたデータは、変調器（modulator, MOD）714へ与えられ、さらに処理
される（例えば、カバーされ、短いＰＮ系列で拡散され、ユーザ端末に割り当てられた長
いＰＮ系列でスクランブルされる）。次に、被変調データは、送信機ユニット（transmit
ter unit, TMTR）716に与えられ、調整され（例えば、１つ以上のアナログ信号に変換さ
れ、増幅され、フィルタにかけられ、直角変調され）、逆方向リンク信号を生成する。逆
方向リンク信号は、デュープレクサ（duplexer, D）718へルート設定され、アンテナ720
を経由して、ＢＳＣ／ＰＣＦ704へ伝送される。
【００３７】
　ＢＳＣ／ＰＣＦ704において、逆方向リンク信号は、アンテナ750によって受信され、デ
ュープレクサ（Ｄ）752へルート設定され、受信機ユニット（receiver unit, RCVR）754
に与えられる。その代りに、アンテナは、無線オペレータネットワークの一部であっても
よく、アンテナとＢＳ／ＢＳＣとの間の接続は、インターネットによってルート設定され
てもよい。ＢＳＣ／ＰＣＦ704は、遠隔アクセスデバイス706から媒体情報および警告メッ
セージを受信することができる。受信機ユニット754は、受信信号を調整し（例えば、フ
ィルタにかけ、増幅し、ダウンコンバートし、ディジタル化して）、サンプルを与える。
復調器（demodulator, DEMOD）756は、サンプルを受信し、処理し（例えば、逆拡散し、
デカバーし、パイロット復調し）、回復されたシンボルを与える。復調器756はレーキ受
信機を構成してもよく、レーキ受信機は、受信信号の多数のインスタンスを処理して、合
成シンボルを生成する。次に、受信（ＲＸ）データプロセッサ758は、シンボルを復号し
て、逆方向リンク上で伝送されたデータおよびメッセージを回復する。回復された音声／
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パケットデータは、データシンク760に与えられ、回復されたメッセージは制御装置770へ
与えられることができる。制御装置770は、情報の受信および送信、Ａｃｋ命令メッセー
ジの受信および送信、Ａｃｋ命令メッセージへの応答の受信および送信、情報の送信、ペ
ージングメッセージの送信およびその応答の受信、並びにサービスオプション番号の解釈
および送信のための指令を含むことができる。復調器756およびＲＸデータプロセッサ758
による処理は、遠隔アクセスデバイス706において行われる処理と相補的である。復調器7
56およびＲＸデータプロセッサ758は、多数のチャネル、例えば、逆方向基礎チャネル（r
everse fundamental channel, R-FCH）および逆方向補助チャネル（reverse supplementa
l channel, R-SCH）を介して受信される多数の伝送を処理するように動作することもでき
る。また、多数の移動局から同時に伝送されてもよく、その各々は、逆方向基礎チャネル
、逆方向補助チャネル、またはこの両者上で伝送されることができる。
【００３８】
　順方向リンクでは、ＢＳＣ／ＰＣＦ704において、（例えば、データ源762からの）音声
および／またはパケットデータと、（例えば、制御装置770からの）メッセージとは、送
信（ＴＸ）データプロセッサ764によって処理され（例えば、フォーマットされ、符号化
され）、さらに変調器（ＭＯＤ）766によって処理され（例えば、カバーされ、拡散され
）、送信機ユニット（ＴＭＴＲ）768によって調整され（例えば、アナログ信号に変換さ
れ、増幅され、フィルタにかけられ、直角変調され）、順方向リンク信号を生成する。順
方向リンク信号は、デュープレクサ752へルート設定され、アンテナ750を経由して、遠隔
アクセスデバイス706へ伝送される。順方向リンク信号はページング信号を含む。
【００３９】
　通信デバイス706では、順方向リンク信号は、アンテナ720によって受信され、デュープ
レクサ718へルート設定され、受信機ユニット722に与えられる。受信機ユニット722は、
受信信号を調整し（例えば、ダウンコンバートし、フィルタにかけ、増幅し、直角変調し
、ディジタル化し）、サンプルを与える。サンプルは、復調器724によって処理され（例
えば、逆拡散され、デカバーされ、パイロット復調され）、シンボルを与え、シンボルは
、受信データプロセッサ726によってさらに処理され（例えば、復号され、検査され）、
順方向リンク上で伝送されるデータおよびメッセージを回復する。回復されたデータは、
データシンク728に与えられ、回復されたメッセージは制御装置730に与えられることがで
きる。制御装置730は、情報の受信および送信、Ａｃｋ命令メッセージの受信および送信
、Ａｃｋ命令メッセージへの応答の受信および送信、情報の送信、ページングメッセージ
の受信およびその応答の送信、アイドル状態への、およびそこからの遷移、並びにサービ
スオプション番号の受信および解釈のための指令を含むことができる。したがって、開示
された実施形態は、休止状態であり、かつアクティブなトラヒックチャネルをもたない目
標のＣＤとの交換情報を相当に低減する。
【００４０】
　開示された方法および装置は、情報がショートデータバースト（ＳＤＢ）の形で通信さ
れていることを示すサービスオプション番号を使用して、休止状態の目標のＣＤと情報を
交換するための効率的な機構を与える。
　当業者は、情報および信号が様々な異なる技術およびプロトコルの任意のものを使用し
て表現され得ることを理解するであろう。例えば、上記の説明の全体に渡って言及される
であろうデータ、指令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電
圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光学場または光学粒子、あるいはこれらの組合
せによって表されてもよい。
【００４１】
　当業者は、本明細書に開示されている実施形態に関連して説明されている様々な例示的
な論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムのステップは、電子ハードウエ
ア、コンピュータソフトウエア、またはこの両者の組合せとして実現され得る点も理解す
るであろう。ハードウエアおよびソフトウエアのこの互換性を明確に説明するために、種
々の例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、一般的
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にこれらの機能性に関して上述されている。このような機能性がハードウエアまたはソフ
トウエアのいずれで実行されるかは、システム全体に課される設計の制約および具体的な
用途に依存する。熟練工は、特定の用途ごとに様々な方法で上記の機能性を実施し得るが
、このような実現上の決定は、本発明の範囲からの逸脱を招くものとして解釈されるべき
ではない。
【００４２】
　本明細書に開示されている実施形態に関連して説明されている種々の例示的な論理ブロ
ック、モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、ディジタル信号プロセッサ（digita
l signal processor, DSP）、特定用途向け集積回路（application specific integrated
 circuit, ASIC）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（field programmable gate 
array, FPGA）または他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはト
ランジスタロジック、離散ハードウエアコンポーネント、あるいは本明細書に説明されて
いる機能を実行するように設計されているこれらの任意の組合せで実現または実行可能で
ある。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであってもよいが、代替例においては、プ
ロセッサは任意の従来のプロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置、または状態機械であ
ってもよい。プロセッサは、計算機の組合せとして、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッ
サの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連した１つ以上のマイクロプロ
セッサ、または任意の他のこのような構成としても実現されてもよい。
【００４３】
　本明細書に開示されている実施形態に関連して説明されている方法またはアルゴリズム
のステップは、ハードウエアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウエアモジ
ュールにおいて、またはこの２つの組み合わせにおいて直接に具現化され得る。ソフトウ
エアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ
、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、または当技術分野において公知の任意の他の形態の記憶媒体に常駐してもよい。例示
的な記憶媒体は、プロセッサがこの記憶媒体から情報を読み取り、かつ情報を書き込むこ
とができるようにプロセッサに結合される。代替例において、記憶媒体は、プロセッサと
一体であってもよい。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣに常駐し得る。ＡＳＩＣは、
ユーザ端末に常駐してもよい。代替例において、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端
末に別個のコンポーネントとして常駐し得る。
【００４４】
　開示されている実施形態の説明は、当業者が本発明を構成または使用することを可能に
すべく提供されている。これらの実施形態の種々の変形は当業者には容易に明らかであり
、本明細書に定義されている一般的な原理は、本発明の主旨および範囲から逸脱すること
なく、例えば、インスタントメッセージングサービスまたは任意の一般無線データ通信ア
プリケーションにおいて、他の実施形態に適用され得る。したがって、本発明は本明細書
に示されている実施形態に制限されることを意図されるものではなく、本明細書に開示さ
れている原理および新規な特徴と合致する最大の範囲に一致すべきものである。本明細書
では、“例示的”という用語は、もっぱら“例、実例、または例証としての役割を果たす
”ことを意味するために使用されている。本明細書において“例示的”として記載されて
いるいかなる実施形態も、他の実施形態よりも好適な、あるいは有利なものとして解釈さ
れるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】グループ通信システムを示す図。
【図２】休止状態の通信デバイスと情報を交換する呼の流れを示す図。
【図３】休止状態の通信デバイスと情報を交換する呼の流れを示す図。
【図４】休止状態の通信デバイスと情報を交換する呼の流れを示す図。
【図５】休止状態の通信デバイスと情報を交換する呼の流れを示す図。
【図６】休止状態の通信デバイスと情報を交換する呼の流れを示す図。
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【図７】通信デバイスおよび基地局の１つの実施形態を示す図。
【符号の説明】
【００４６】
　104,106・・・グループ通信デバイス、112・・・ネットワーク、704・・・ＢＳＣ／Ｐ
ＣＦ、706・・・通信デバイス、708・・・エアーインターフェイス。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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